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1．　 は じめに

　瀬戸 内海 の 燧灘 と 播磨 灘 に は さまれ た岡 山 平野 とは、二 種

類の 海陸風循環が 存在す る こ とで 知 られ る （佐橋，1978）， 岡

山平 野 で は 日 中、南西系 海風 と 南東系海風 の どち らか が卓越

し、こ の 海 風 が 平野 南部 の 水 田 地 帯 を 吹送 す る と風 下 地 域一．．・

帯の 日 中や 夜間 の 気 温形成 （特に 夏の 気候）に 影響を及ぼ す

こ とが 考 え られ る 。

　そ こ で 本研 究 で は、2010 年 の 非 灌漑 期 と灌漑 期 に岡 山市内

の 多 地点 で 観 測 した 日 中の 気 温 を解 析 す る こ とで 、都 市 の 風

上に 存在す る水 田 地 帯の 熱的 影響 につ い て調 べ る．

2．　 解析 デ
ー

タ

　 解析 対 象 と した観 測地 点 は、岡 山平 野内 の 内 陸都 市部 と、
そ こ か ら南西 方 向に位 置 す る 2 地 点 の 南西住宅 地、南東方向

に 位 置す る南東住 宅 地 と南東臨海 の 計 5 地 点で あ る （図 1）。
こ れ ら の 観測 地 点 を南西 ・南東 方 向 に 区分 す る た め、内陸 都

市部 か ら南西 住宅 地   ・  まで を結 ぶ線 を SW ラ イ ン 、内陸

都市部か ら南 東住宅 地 と南東臨海 を結ぷ 線 を SE ラ イ ン と、
それ ぞれ名 付 け る。
　 測 定 精 度 ± 0．3℃ の サ

ー
ミ ス タ 温 度 計 （お ん ど と り

Jr．RTR ・52 ；T＆D ）を 観測機器に 用 い 、2 分 間隔で 気 温 を測

定 した。解析 期 間は 、水 田 の 灌漑時期 に あ た る 7 ・8 月 と、
灌漑時期か ら外れ る 4 ・5H を選ん だ a

　上 田 ・吉門 （1995 ） と重 田 （2010） を 参 考に、岡 山地 方 気

象台 と
一

般 環 境 大気 測 定局 （江 並 局 ・興除局 ）に よっ て 観測

され た風 向 ・風 速 の 値 を用 い 、次 の よ うな海 風 日の 判 定条 件

を考 えた。

  ・ 照 条件 ・ 日鄲 （講鸛・ … ）カ・6・％以 上

　   風 向条件 ； 西 ま た は 南東の 変化幅が ± 22．5°以 内

　 　 　 　 　 　 上記 の 風 向 が 5．0 時 間 以 上 継 続

　 
・
  の 条件か ら、南西 風 向の 海 風 が車 越 す る南 西 系海 風

日 と、南東風 向 の 海 風 が 卓越 す る 南東 系海 風 日 を 判別 したe
　 （の南西 系海風 日 ； 2010 年 4 ・5 月（非灌漑 期） に 計 10 日 間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 ・8 月（灌漑 期）に 計 7 日間

　（b＞南東系海風 日 ； 2010 年 4 ・5 月 （非 濯漑 期｝に 計 8 日間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 ・8 月 （灌 漑期 ）に 計 80 間

図 1　観測地点の 位置 eA は岡 山地 方 気 象 台 ．B 〔江 並 ）

と C （興 除）は
．
般 環境 大気測定局 を表す、、点 線は 水 田

地 帯 の 範囲 で あ る。

3．　 解析方法

　南西 系海風 日 と南東系海風 日 の 気 温 に 対 して 、止 時 を 中心

とす る 1 時 間平均 値 を求 め 、そ の 後、目最高気温 と 日最低気

温 を抽出 した。こ の 冂 最高気温 と 日最低気温 に っ い て 、内陸

都 市部 か ら南西 方 向 ・南 東 方 向 に 位 置 す る観 測 地 点 の 値 を そ

れ ぞれ 引 くこ とで、内陸都 市部 との 気温 差 を議論す る こ と に

した。

4．　 結果

（1 ） SW ライ ン

　SW ライ ン 上の 観 測 地点 は、灌漑 期 に 内陸 都 市部 と他 の 2

地 点 との 間 で 気温 差 がみ られ た （図 2 ・3）。灌漑 期 の 場 合、
南 東系 海風 は SW ラ イ ン 上 の 観 測 地点 の 風上 に 存在 す る灌漑

地 域 を吹送 す る こ と で 、地表 面 か ら海 風 大気 に 供 給 され る顕

熱は 小 さ くな り、SW ラ イ ン は 内陸都市 部 との 日最高気 温 の

差 が 大 き くな る と考え られ る。一方、非灌 漑期 は 地 表 面 か ら

供給 され る 顕 熱が 大き くな っ て くる た め 、逆に 内陸都 市部 と

の 日最 高 気 温 の 差 が 小 さ くな る こ と が 推 測 され る．
　南西 系海風 日 に は、観測地 点 の 風 上 に 存在 す る 灌漑 地 帯 の

距離 が長 くなる こ とで 地表 面か ら供 給 され る 顕熟 は 小 さくな

り、結 果 と して 内陸 都市部 との 日最 高 気温 の 差 が大 き くな る

と予想され る。対照 的に 非灌漑期に は 灌漑期に 比 べ て 顕 熱 供

給 量 が 大 き くな る こ と で、内 陸都 市部 と の 日最 高 気 温 の 差 が

小 さ くな る。したが っ て SW ライ ン 上の 観測地点は、灌漑期

で 気温 差 が み られ て くる こ とに な る。
（2） SE ラ イ ン

　SE ラ イ ン 上 の 観測 地 点 で は、灌 漑 期 と 非灌 漑期 の 間 で 内

陸都 市 部 との H最 高気 温 の 差 は大 き く変 化 して い なか っ た

（図 2 ・3），南東 系海 風 の 場 合、SE ライ ン 上 の 観 測地 点 の 風

上 に 存在す る 灌漑地 帯の 吹送 距離 は約 2km と他 の 灌 漑 地帯

に 比 べ て 短 く、気 温 に 影響 を 与 え る ほ どで な か っ た と考 え ら

れ る。
　南西 系海風 の 場合 には、SE ラ イ ン 上 の 観測地点 の 風 ±一は
住宅 地 に 相 当 し、南 西系海 風 が SE ラ イ ン 上 の 観 測 地 点 に 到

達す る ま で 地 表 面 か ら供 給 され る顕 熱 は、水 田 上二を吹 送 す る

条 件 に 比 べ て も大 き くな る と予 想 され る u 内 陸都 市部 との U

最 高気 温 の 差 は灌 漑 期 と非灌 漑 期 の 間 に ほ とん ど違 い が み ら

れ な い た め、風 上側 に 含 まれ る水 田 灌漑 の 影響 を受 けて い な

い と推 測 され る。
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図 2　南 東 系海 風 日に お け る内 陸 都 市 部 との 凵最 高気 温 の 差 。た だ し非 灌

漑 期は 8 目間、灌漑期は 8 日閲の 平 均 値．内 陸 都 市部 か ら 南西 ・南 東 方

向に 位 置する 観測地点 の 値 を引い て い る、，バ ーは 最大 ・
最小 値を 表す ．
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図 3　南西 系 海風 日 に お け る内陸 都 市 部 との 日最高気温 の 差 。た だ し非 灌

漑 期は 10 日 間、灌 漑期は 7 日 間の 平均値．内 睦 都 市部 か ら南 西 ・南 東 方

向に 位置す る観測地点 の 但を引い て い る、バ ーは 最 大 ・最’卜値を表す ．
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